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こう使はした! 『町のお金』
歳出決算額38億2, 330万円(｣般会計)の概要

平成17年度の歳入歳出決算が9月の町議会定例会で認定されました｡ ｢豊かに美しく住む町づくり｣
のために使われたお金(二股会計)の決算概要をお知らせします｡

依存財源その他
1億2, 564万円(3. 1 %)

国庫支出金
地方消費税交付金　　8, 660万円

8,了80万円(2. 1%)

髄膜如:　:　-
1億1, 901万円(2. 9%) -~-~~~~

地方譲与税　　　　///

1億7, 761万円(4. 3%)

町民税　　　3億2, 794万円

固定資産税　5億　585万円

軽自動車税　　2, 284万円

たばこ税　　　5, 805万円

繰越金
3億3, 922万円

(8. 3%)

2億2, 338万円

諸収入　　//-/--/~ (5 4%)

繰入金~一､〇､一･臆2億698万円(5 0%)

自主財源その他了, 780万円(1. 9%)

分担金及び負担金　5, 427万円

使用料及び手数料　2,217万円

財産収入116万円　寄附金20万円
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議　会　費　　　　　　　8. 420万円

総　務　費
二股管理費　　　　2億9,959万円

基　金　賞　　　1億　　20万円

税務総務費　　　　　　6, 047万円

企　画　費　　　　　　5.646万円

賦課徴収費　　　　　　4. 86 5万円

戸籍住民基本台帳費　　4. 7 6 8万円
出など

民　生　費

保育所運営費
社会福祉総務費
介護保険事業費
福祉センタ-管理運営費
老人福祉費
障害者福祉費
児童措置費

衛　生　費

塵芥処理費
老人医療給付費
医療福祉費
環境衛生費
し尿処理費
保健総務費

2億5.745万円

9,905万円

7.219万円

6.690万円

6.169万円

2.672万円
川など

農林水産業費
虚業総務費　　　　1億

水田廣業構造改革対策費

農業委員会費
農相環境改善センタ-搬管理寅

土　木　費

公共下水道費
道路維特賞
道路新設改良費
土木総務費
都市計画総務費
公園管理費

消　防　費

非常備消防費

教　育　費

小学校費
学校給食費
教育総務費
社会教育費
中学校費
幼稚国費

公　債　費

商　工　費

商工振興費

2億1,033万円

5,561万円

5.033万円

4,778万円

1.184万円

1,028万円
出など

1億8,904万円
･出など

2億8,727万円

1.147万円
･など

2億8,了2了万円

(75%) ⊃喜怒円(22%)

公債費　　　　総務費

4億鵠円Jへ
(12.了%)

消院要
1億9, 364万円

(5.1%)

土木費
3億9, 901万円

(10.4%)

6億9, 885万円

(18. 3%)

¥歳出

衛生費
6億3, 339万円

(16. 6%)

¥
農林水産業費
2億3, 665万円(6. 2%)

民生責
了億9, 249万円

(20了%)

広一毅かみち
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穴隙と氷とみどり
豊かは美しく住む町づくり
[Z剛Jt

河内町は､ ｢やすらぎのある快適な暮らしの創造｣ ｢河内らしい豊かさと魅力の
創造｣ ｢未来へ伸びる人と文化の創造｣を3つの基本理念としてまちづくりに取
組み､基本計画を定めています｡その頃日ごとに平成1了年度iこ行った主な事業を
紹介します｡

平成17年度の主な事業概要

｣一三　　　　　　　〇都市基盤の整備

工蛙　等警mLた快適で住みよいまちつく｡
町道維持補修工事　　　5. 561万円

町道舗装新設改良工事　5.033万円

コミュニティパス運行事業　134万円

(試験運行)

17年度から運行を開始したコミュニティパス

○生活環境の向上
積極的な環境整備で清潔･快適なまちづくり

ごみ処理
･龍ヶ崎地方塵芥処理組合分担金

･塵芥処理収集車業

し尿処理
･龍ヶ崎地方衛生組合分担金

･合併処理浄化槽設置整備事業

環境対策
･生活環境改善事業(民家防音)

･河内町クリ-ンボランティアクラブ支援補助金

23. 020万円

2. 112万円

6,014万円

321万円　1

185万円

100万円

消防
･稲敷地方広域市町村圏事務組合消防費負担金14, 628万円

○平成1 7年度各会計別決算概要

能ケ崎而･利根町･河内町で運営される
｢クリーンプラザ.龍｣(龍ヶ崎地方塵芥処理組合)

会計別 剄ﾎ入(収入) 俐頽�辷���

-般会計 �41億913万円 �3�ﾓ"�33�iﾈ冷�

特 �ｩ�Y;倬hｼi<�¥ｨ檍ﾇb�5俵6,1了5方円 店壞RﾃCSiiﾈ冷�

別 俛�j�;(ﾔ饐ｸﾊ�<�¥ｨ檍ﾇb�12億5.489方円 ��(壞"�3S兩ｸ冷�老人保健特別会計 ���壞2ﾃC��_ｸ冷�11僑2,204万円 

｣:ゝ. 亦�櫁ﾎﾉ]ｸﾊ�<�¥ｨ檍ﾇb�5億5.429方円 店壞2ﾃc�{兩ｸ冷�
ヱエ 計 等 �靜ﾈ5Bﾘ7(5磯hｼi<�¥ｨ檍ﾇb��Y;倬hｼh檍ﾇb�5,092万円 釘ﾃ�#�iﾈ冷�

･収益的収入及び支出 �8壞CCIiﾈ冷�2値6,8了2方円 

･資本的収入及び支出 ����#i_ｸ冷�1億13万円 

職,擁,#jgr統幕E



○福祉･保健の向上

福祉活動の充実でいきいきとしたまちづくり

高齢者福祉
･外出支援サービス事業

･在宅介護支援センタ-運営事業

･敬老福祉大会事業

･特別養護老人ホ-ム補助金

障害者(児)福祉
･施設訓練等支援費

･居宅生活支援費

児童福祉
･次世代育成支援金

･放課後児童随全育成事業(児童クラブ)

･保育所運営費

保健･医療
･予防接種等委託

･健康診断委託

･医藻福祉費

○産業の振興

653万円

561万円

285万円

2, 000万円

3, 939万円

444万円

536万円

505万円

24, 163万円

519万円

1, 709万円

7, 219万円

多様化する二-ズに応える新産業づくり

農業の振興一消費者二-ズにこたえるために一
･水田農業構造改革対策町単独奨励金　　5, 787万円

･町特産物P R活動事業

商業の振興
･町商工会補助金

･信用保証料補給金(自治金融)

三三財政用語辞典′
-般会計･胞方公共団体の基本的な経費か中心として計

上された会計｡

特別会計･-般会計のほかに､町が行う特定な事業のた
め必要とする会計で､ -艦の歳入歳出と区別

して経理される会計｡

町　　　税･町民税や固定資産税､軽自動車税等｡
地方譲与税･国税として徴収し,そのまま地方自治体に対

して譲与される税｡地方道路譲与税､自動車
重量譲与税などがあります｡

地方交付税･地方の財源格差をなくすために-定の基準iこ
より国から地方へ交付されるお金｡

繰　入　金･他の会計閏でのお金の移動を表す用語｡
繰　越　金･ -会計年度から次の会計年度へ持ち越した金

額｡

町　　　債･町の財源の調達や事業等のために､国などか
ら借り入れるお金｡

広●撒かわぢ
平必18争10ノブ(¥o｣51)

○教育･文化の向上

まちの未来を担う個性豊かな人づくり

学校教育
･小学校スク-ルパス運行事業

･チームティ-チング(′小中学校)

･小学校施設整備事業

･中学生海外派遣視察研修

480万円

526万円

4, 566万円

358万円

≒聾○○~
賀漢

~¥｢

ヾ臆し己二臆臆_ふ__ :'　~　　-a|｣　　__

○その他
特別会計等への繰出金

･下水道事業特別会計繰出金　　　21, 033万円

･国民髄康保険特別会計繰出金　　　9, 551万円

･老人保鍵特別会計繰出金　　　　　9. 667万円

･介護保険特別会計繰出金　　　10, 535万円

･介護サ-ビス事業特別会計繰出金　2.639万円

･水道事業会計繰出金　　　　　　　5. 195万円

議　会　費･議会運営のための経費｡議　会

総　務 費･職員の給与､庁舎等維持管理､財産の管理､
税の賦課徴収､戸籍･選挙･統計等の経費｡

民　生　費･社会福祉へ老人福祉へ児童福祉､保育所運営
等iこかかる経費｡

衛　生　費･保健衛生､ごみ･し尿処理等の経費｡
農林水産業費･ ･農林水産業の振興等の経費｡
土　木　費･町道等の新設改良､道路や河川の維持管理､

公営住宅の建設や維持管理等の経費｡
消　防　費･消防活動の経費｡
教　育　費･小中学校･幼稚園等の経費｡
公　債　費･町の借り入れた地方債の元利償還金及び臆時

借入金利子｡
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【食に対する不信】　アンケ-トでの主な意見を抜粋しました｡

･私たちは､生産者と販売者を信じて買う以外ありません｡安心で安全な食べ物をお願いします｡

･食品の安全に関していかなる妥協も許されるべきではない｡

･お腹の子は､私だ(ナを頼って産まれようとしています｡安心な物以外販売を止めてください｡

･お米の生産者に望みます｡自分のお子さんやお孫さんに食べさせてください｡そして､その姿を見て自

分自身が､最高の笑顔になれる米生産者であってほしい｡
･消費者が､味や安心より見てくれを選んだ結果が､この食を危険Iこしたのです言肖賀春は､生産者と-

体iこなり渦采を考えなくてはならない時が来てる｡
･不信･ ･ ･不安だらけです｡このまま農薬や添加物を体内に採り続けると,溜来､人類は滅亡してしま

うのではないでしょうか｡なあ､規制が厳しくない外国産は本当に心酉己です｡
･我々は,生産者及び販売者を信用できなくなったら地獄ですね｡自分で偽装工作等を見抜く力が必要に

なってくるんですか?いやですね｡
･中国産の野菜の農薬問題とアメリカ産牛肉iこ対しての国の方針

･いかにごまかして売るかが､販売者の腕と聞いてます｡どうしますか?これからは､みんな(消費者･

販売者･生産者)で話し合っていかないとめちゃめちゃになりますよ｡今は､生産者から直接買う方法が
〇番安心です｡

･食事の仕方が,チ-ムをまとめる鍵なのです｡これはへ家族も同じです｡おおきくは､日本の国も同じ

です｡日本人である日本人米食生活の仕方を再認識することが必要です｡
･役場の経済課のP Rは､とてもグッドアイデアですね｡

･不正ラベル･不正表示等が-番心酉己ですが､かわちのお米は役場が窓口となっているので全面的に信頼､

安心できます｡キャッチプレ-ズもいいですね｡
i ｢おかずのいらないかわちのお米｣は､不正ラベル.不正表示.不正販売等が大きな問題のなかず可内

町役場のP R本部が､他県出張P R ±含d5大きな宣伝をおこなっている｡ =れは全面的iこ信頼と安/D`がで

きます｡全国の農家のためにも先陣となって頑張ってください｡期待しています｡

地域別応募状況数　　　　　　　　応募総数7, 4 5 8通
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※　地域順は郵便番号より
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◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委貴会事務局生濫学習G

曾029了-84-2843 (中央公民線内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で

生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結

果など)を提供､お知らせしていきます｡

あいさつ声かけ運動を実施

′-1〇月2日へ6日　F原三言田中単板…

あいさつi三は｢あい｣がある｡
｢おはよう｣から始めよう｡

あいさつは､人と人をつなぐ魔法の言葉｡
誰でも使えるステキな言葉｡
みんなが使えば街はきっと明るくなる｡

まずは､あなたから使ってみませんか?
ほらっ､案外カンタン｡ iナっこうウレシイ

剃㈲育
=j=+:±j+:拙

へ数珠玉でアクセサリーをつくろう! !へ

あ知らせ
ll/1-3に開催される｢2006

輝いて河内いきいき祭｣でチャレ
ンジスク-ルコ-ナ-の出展及び

元気っ子体験村キャンプの写真の
展示(販売)を行うことiこなりま
した｡ぜひ､この機会に会場(農
業者トレ〇二ンクセンタ葛)へお
越し下さい｡

幽霊=盤売T

_
 
o
月
2
日
-
6
日
ま
で
源
清
田

小
学
校
で
､
小
学
校
と
青
少
年
育

成
町
民
会
議
　
(
源
清
田
地
区
)
　
が

中
心
と
な
り
､
青
少
年
関
係
団
体

と
連
携
し
　
｢
あ
い
さ
つ
声
か
け
運

動
｣
　
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
｣
　
は
､

家
庭
､
学
校
､
地
域
で
大
人
と
子

ど
も
･
大
人
同
士
･
子
と
も
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-
シ
ョ
ン
を
広
げ

て
い
く
た
め
の
運
動
で
す
｡

‖
月
に
は
､
｢
あ
い
さ
つ
声
か

け
運
動
｣
　
の
強
化
月
間
と
し
町
内

全
小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
｡

ま
ず
は
､
大
人
か
ら
子
ど
も
に

あ
い
さ
つ
･
声
か
け
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
ー
･
そ
し
て
､
地
域
の
親

と
し
て
､
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
り
ま
し
ょ
う
｡

9
月
1
 
9
日
､
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
_
 
5
名
が
参
加
し
て
数
珠

玉
　
(
じ
ゅ
ず
だ
ま
)
　
を
使
っ
て
ア

ク
セ
サ
リ
-
作
り
を
し
ま
し
た
｡

｢
数
珠
玉
｣
　
は
､
イ
ネ
科
の
多

年
草
植
物
で
す
｡
ビ
-
ズ
の
よ
う

に
穴
が
あ
い
て
い
て
､
そ
こ
に
糸

を
通
し
､
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

昔
は
水
辺
や
荒
地
に
生
え
て
い
た

そ
う
で
す
が
､
今
は
除
草
剤
等
の

影
響
で
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
｡
今
回
使
用
し

た
数
珠
玉
は
､
更
生
保
護
女
性
会

の
方
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
｡
子
ど
も
た
ち
は
､
針

と
糸
を
上
手
に
使
っ
て
ス
テ
キ
な

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し

た
｡



二二｣二ノノニ｣回国

河内町秋季野球大会

◆開催日◆　平成18年9月10日(日)

◆会　場◆　総合グラウンド

優　勝　テンジヤラス

準優勝　J AZZ

第3位　レッドモンスタ-　金江津
優勝したテンジヤラスのみなさん

学校教育グループからのお知らせ
9月1日に,町教育委員会及び幼稚園･各小中学校のホ-ムペ-ジを開設へ　公開しました｡各学校

の活動状況などを今後､お知らせしていきますので､ぜひご覧下さい｡アドレスは以下のとおりです｡

ホ-ムペ-ジアドレス
･河内町教育委員会

･河内第一幼稚園

･生板小学校
･源清田小学校

･長竿小学校

･金江津小学校

･河内中学校

･金江津中学校

http//www. ed叶kawachi. i P

http//www. edu-kawachi. ｣P/ki-dai iChi

http//www. edu-kawachi. i P/e上州anai ta

http//w州. edu-kawachI. i P/eトgenselda

http//w州. edu-kawachi. i p/e十nagasao

http//w州. edu-kawachi. i P/ei-kanaetsu

http//w州. edu-kawachi. ｣P/｣u-kawachi

http//w州. edu-kawachi. i P/｣∪-kanaetsu

河内町で現在利用できるインタ-ネット環境のお知らせ!

河内町には2つの局舎があり､下表のプロ-バンド(ADSし)サ-ビスが利用出来ます｡

局　　舎　　　　　　　　プロ-ドバンドサービス事業者(事業名)　　　　　問合せ･申込み先

土浦河内　　　　　　ソフトバンク株式会社(Yah○○I88)　　　　　01 20-33-4546

(84局)　　　　　東日本電信電話株式会社(フレッツ･ ADS｣)　　　　0120-116116

金江津(86局)　　　ドリ-ムダイレクト株式会社(ドリ-ムB8)　　　　　029了-66-3533

※詳細については河内町HP (情報政策関係)をご覧いただくか､役場企画財務課までお問合せください｡

皿　84鵜21 1 1 (内線16 1､ 162)　=i) h=p//ⅧW.tOWn言baraki-kawach上1g.jp/

国籍競(､｡l,テl,



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

保健センター燈より
一定期健康診査､健康づくり研修会開催のお知らせ-

定期健康診害の折知らせ
過去3年間に町の健診を受iナたことのある方で､了月の総合健診を受けられなかった方には,受診票と

検尿容器をお送りします｡受診票などが届かなかった方は､直接会場までおいでください｡

:晦闇凋:刷　:i i : -: : -　　　転学品j鶉看黒掌:j

:晦闇明快:　: : : i j　　　轟刊薄弱罪巷説j

18年12月6日(水)
第3分館(旧西共同)　　　　　　　午後9時へ11時

第　　　2　　　分　　　館　　　　　　午後1時30分-3時

結　核　検　診　　16歳以上　　　胸部レントゲン(料金･無料)

胸部レントゲン(レントゲンのみは焦料)
肺　が　ん　検　診　　　40歳以上　　必要な万に希望で疇痍検査(料金い1,300円)

※ 4 0歳以上の方は結核と肺がんの二重読影になります

前立腺がん検診　　　50歳以上　　　血液検査(料金出2, 000円)

基本健康診査　　18歳以上
身体計測･尿検査･血圧測定･血液検査･眼底検査･
心電図(料金　無料)

健康つくり珊修会開催の折知らせ
町内の皆様の健康保持と増進のために研修会を開催します｡今年度は､ ｢メタホリックシンドロ-A

(内臓脂肪症候詳)｣についてへ東京医科大学霞ケ浦病院助教授へ桂善也先生をお招きし､講演をして

いただきます｡お昼はヘルシ｢ランチの試食へ午後の講演は､毎月保健センタ-で実施している健康

教室講師の寺西憲二先生です｡楽しいお話とランチで素敵な〇日を過ごし､健康づくりに役立ててい

たたきたいと思います｡皆さんの参加をお待ちしてあります｡

日　　時　平成18年11月28日(火)午前10時一午後2時30分

場　　所　河内町中央公民館

内　　容1)講演｢メタホリックシンドローム(内臓脂肪症候群)について｣

東京医科大学霞とお誇病院助教授　桂　善也先生

2)ヘルシ-ランチの試食

調理　河内町食生活改善推進員

3)講話と実技｢首､腰､脚などのトラブルと対処法一家庭でできる対処法や運動を中心三〇｣

講師　ボディ-ケアセンタ-　所長　寺西　憲二先生

申込方法　保健センタ-まで電話にてお申し込みください｡

.I城川諸留盤面



｢河内町難癖愚書支線黄｣支給制唐のご案内
町では,平成18年10月から｢河内町難病患者支援費｣の支給制度を実施します｡

これは,難病愚者の皆さんの闘病とその保護者の方の苦労に報いるとともに､難病の皆さんiこ対する

社会的理解を深め､福祉の増進を図ることを目的に行われるものです｡

◎受給資格

河内町に在住し､茨城県から発行された｢-般特定疾憲医療受給考証｣をお持ちで､現に治療を受

けている方､またはその保護者の方

※現在お持ちの｢-般特定疾患医療受給考証｣の有効期間は､平成18年9月30日までとなっています｡

更新の手続きをされていない方は竜ヶ崎保健所保健指導課(皿02 97-62-2 1 6 1)で手続

きをとってください｡

◎申請方法
一般特定疾患医療受給者証､印鑑へ預金通帳等振込先がわかるものを持参のうえ､平成19年3月31日

までIこ､河内町保健センタ-で申請してください｡

◎支援費の額と支給方法

支援費の韻は月額3, 0 0 0円､毎年9月と3月に申請書指定の金融機関に振り込みます｡

◎蒜詰誓言のみの支給一抽　j

賀時候育事業が睦ましlます

町では､子育て育成支援の-環として10月1日から『一時保育事業』を開始します｡保護者等の傷

病等iこよる緊急時の保育需要iこ対応するとともiこ､保護者等の精神的負担の軽減を図るためiこ児童に

対する〇時的な保育を実施することiこより児童及び保護者等の福祉の増進を図ることを目的にしてい

ます｡

●利用基準
･保護者の傷病､災害､事故､看護､冠婚葬祭その他社会的にや屯を得ない事由iこより､ |急又は

-時的に家庭内保育が困難な場合(緊急保育)

･保護者の育児に伴う心理的､肉体的負担を解消するなどの私的な理由により､ 〇時的に保育が必

要となる場合(私的理由による保育)

●対象児童
･河内町在住で保育所に入所していない1歳以上の未就学児

●保育場所
･長竿保育所(丁[し84-2508)

●保育時間
･月曜から土曜日(ただし保育所の開園日)午前8時30分一午後6時まで

(私的な理由の場合は,午前9時一午後4時まで)

●利用日数
･緊急保育･･ ･ ･ - ･ ･･週6日を限度とする

･私的な理由による保育･ ･ ･月2日を限度とする

●利用料
･ 1日3, 0 0 0円(生活保護世帯は無料) 〈給食費込み､ただし土曜日はお弁当持参のこと〉

●利用の申込み
･一時保育を利用する保護者は､ 〇時保育事業利用申請書(申請書は役場､各保育所にあります｡)

を利用日の3目前までIこ町民課保育所係まで提出してください｡

●問合せ先　町民課保育所係　丁[｣84-21 1 1(内線181)

広▲撒かわぢ
帝必18隼10ノI　0o｣51)



国民年金保険料を納付している方へ
昨年の所得税法の改正により､国民年金保険料を社会保険料控除として申告する際には､国民年金

保険料を納付したことを証明する書類の添付が義務付けられました｡

このためへ　社会保険庁では.国民年金保険料を納付している方に｢社会保険料(国民年金保険料)控

除証明書｣を送付いたしますので,年末調整や確定申告の際には必ず必要となりますので　大切に保

管してください｡

●国民年金保険料は､全額が社会保険料控除(非課税)の対象です｡

●年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は､ ｢社会保険料(国民年金保険料)控除証明書｣

の貼付等が必要です｡ ｢社会保険料(国民年金保険料)控除証明書｣は11月上旬に社会保険庁から送付

されますので､申告の際まで大切に保管してください｡

●社会保険庁の問い合わせ窓口は.控除証明書専用ダイヤルT巳しO 5 7 0-0 0-9 9 I 1です｡

(平成18年11月1日一平成19年3月16日,平日9:00へ17:00)

<参考>

Q 1 : ｢社会保険料(国民年金保険料)控除証明書｣に話載されている月分以外の保険料を12月31日まで

の間に納付した場合は.今年分として申告できますか?

A 1 :今年分として申告できます｡ ｢社会保険料(国民年金保険料)控除証明書｣に記載されている保険

料額に,後から納付した保険料額を合算して申告してください｡なお､後から納付した保険料

分の｢領収証書｣も添付等する必要があります｡

Q2 :家族の保険料を納付しましたが,控除の対象となりますか?

A 2 :世帯主又は配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は､納付した方がその保険料

を申告することができます｡

｢日本臆のれんこん｣フェア開催

霞ケ浦流域は､れんこんの栽培面積が全国で最も大きく､生産量･生産額ともに日本-のれんこん

産地を形成しています｡

そんな日本-のれんこんを,もっと多くの皆さんに知っていただき､もっとおいしく食べていただ

くため､ 11月1日から30日の1ヵ月間､ ｢日本-のれんこん｣フェアを開催します｡霞ケ浦流域の9つ

の市町村(土浦市､石岡市,稲敷市､かすみがうら市､小美玉市､行方市,阿見町,河内町,美浦村)

のホテル､料理店36店舗で､各種のれんこん料理を用意していますので　皆さんでお出かけください｡

●料理フェア

11月中､参加36店舗でれんこん料理を提供します｡

詳細は､下記ホ-ムページで確認してください｡

ht tp://剛. p｢er. iba｢aki. jp/bukyoku/sogo/kennan/nogyo/special/｢enkonfai I/top. htⅢ

●展示･試食会

料理フェアに参加するホテル､料理店が創意工夫を凝らしたれんこん料理を｣堂に展示し､皆さん

に食べていただく展示･試食会を開催します｡入場無料｡

平成18年11月10日(金) ll :30へ13:30

J R常磐線土浦駅前ウララビル5階　県南生涯学習センタ-多目的ホ-ル

●全国加工品フェア

全国各地のれんこん加工食品を-堂に展示します｡展示･試食会と同時開催｡

◆問合せ先◆
｢日本｣のれんこん｣フェア実行委員会事務局

茨城県県南地方総合事務所農業課　T電看O 2 9-822-7086

写真:れんこんのオイス

タ-ソ-ス炒め

広●親かわち
平成I8`f-10月(l活5l)



俳

　

句

　

が

わ

も

俳

聖

奄

宿
古
り
て
風
情
の
こ
せ
り
夏
の
月

杉

　

原

　

利

　

代

秋
田
扇
き
ま
り
文
句
の
母
の
文川

　

口

　

ふ

　

く

夕
顔
や
一
つ
違
ひ
の
姉
妹

大

　

野

　

志

げ

子

着
付
け
す
る
人
が
取
り
出
す
秋
田
一
局

寺

　

田

　

節

　

子

天
と
地
を
つ
な
ぐ
一
閃
は
た
た
神

橋

　

爪

　

か

　

ん

花
野
行
く
声
の
き
れ
い
な
女
の
子

溝

　

板

　

と

し

あ

ゆ
-
雲
に
心
放
て
ば
秋
の
雲

鴻

　

野

　

た

　

け

秋
茄
子
の
色
鮮
や
か
に
漬
け
に
け
り

吉

　

田

　

四

　

郎

轄

姉

の

ン

ヤ

ツ

タ

ー

チ

ャ

ン

ス

心

得

し

田

　

沼

　

和

　

子

母
の
色
母
の
味
な
り
秋
茄
子

大

　

関

　

さ

　

と

増
脚
の
朝
日
を
浴
び
て
身
を
揺
ら
す

大

　

塚

　

一

　

重

稲
穂
波
ま
せ
て
は
返
す
稲
敷
路岩

　

泉

　

栄

　

治

初
さ
ん
ま
海
の
古
き
を
貫
ひ
に
け
り

田

　

中

　

康

　

夫

饉

　

歌

　

か

わ

も

聴

歌

会

ス

テ

ロ

イ

ド

に

日

々

の

命

を

つ

な

ぎ

い

て

今

朝

は

コ

-

ヒ

ー

志

し

-

な

り

ぬ

主
逝
き
て
哀
れ
彷
復
う
猫
轢
死
納
屋
に
四
匹
の
乳
飲
み
子
残
し
て
(
生
板
)

硫
黄
島
へ
遣
る
の
は
惜
し
と
の
一
言
が
我
が
今
あ
る
を
決
め
て
年
経
し

血
圧
が
少
し
高
い
よ
と
若
い
医
師
に
吾
れ
は
言
わ
れ
て
血
圧
上
る

唆
は
ず
芋
大
業
ひ
ろ
げ
て
水
し
た
た
ら
せ
生
き
る
あ
か
し
を
家
中
に
示
す

き
っ
ち
り
と
死
ぬ
る
は
き
っ
ち
り
生
さ
し
人
悟
り
し
時
は
終
焉
近
く

庄

　

司

　

登

千

千

山

　

田

　

マ

サ

エ

久

　

松

　

浩

　

善

部

　

　

　

　

玉

　

蟄

-

山

　

口

　

か

げ

郎

青

　

木

　

　

　

保



『歌の実り』を満喫! I

-刷るさとかわち収膳祭-

広●戯かわぢ
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自動車ポンプの部　優勝　第5分団

小型ポンプの部　優勝　第3分団

町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

9
月
_
 
8
日
､
㈱
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
主
催

の
　
『
秋
の
収
穫
祭
』
　
が
直
販
セ
ン
タ
-
及

び
同
セ
ン
タ
ー
裏
の
水
田
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡
今
年
も
首
都
圏
の
消
費
者
や
小
学

生
を
は
じ
め
､
多
く
の
家
族
連
れ
が
参
加

し
大
き
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
｡

当
日
は
､
朝
か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
参
加
者
が
稲
刈
り
を
す
る
頃
に
は
雨

も
上
が
り
､
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
を
鎌

を
使
っ
て
の
刈
り
取
り
を
体
験
し
ま
し
た
｡

稲
刈
り
中
は
､
子
ど
も
た
ち
の
　
『
楽
し
い

‖
』
　
と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
｡

参
加
者
の
中
に
は
､
毎
年
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
る
家
族
連
れ
も
い
て
､

毎
年
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
　
『
田
植
え

祭
』
と
あ
わ
せ
て
　
『
収
穫
祭
』
　
が
根
づ
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
｡

稲
刈
り
終
了
後
に
は
､
餅
つ
き
体
験
･

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
や
雑
煮
等

が
振
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
｡

町
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律
と
士
気
の

も
と
火
災
防
護
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
適

応
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
　
『
第
3
9
回
河

内
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
』
が
-
 
o

月
-
日
､
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
-
前
駐

車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
各
分

団
の
選
手
は
､
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
充

分
に
発
揮
し
､
気
迫
の
こ
も
っ
た
操
法
を

披
露
し
ま
し
た
｡

大
会
の
結
果
は
､
以
下
の
と
お
り
で
す
｡

ま
た
､
_
 
0
月
2
2
日
に
は
､
『
第
5
7
回
茨

城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南
南

部
地
区
大
会
』
　
が
牛
久
市
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
｡
河
内
町
か
ら
は
第
_
 
2
分
団

(
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
)
　
が
代
表
し
て
出

場
し
ま
す
｡
選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
お

祈
り
し
ま
す
｡

大
会
の
結
果

☆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優

　

勝

　

　

第

5

分

団

準
優
勝
　
　
第
2
分
団

努
力
賞
　
　
第
_
 
2
分
団

☆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優

　

勝

　

　

第

3

分

団

準
優
勝
　
　
第
_
 
3
分
団

第
3
位
　
　
第
4
分
団

第
4
位
　
　
第
月
分
団

第
5
位
　
　
第
8
分
団

努
力
賞
　
　
第
月
分
団
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i

ヽ

世
界
を
相
手
に
大
健
闘
‖

-
｢
船
越
義
珍
杯
少
年
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
｣
結
果
報
告
-

-
-
｣

-
｣
管

『
お
か
ず
の
い
ら
な
い
か
わ
ち
の
お
米
』

を
は
じ
め
､
町
の
特
産
品
や
加
工
品
等
を

紹
介
し
､
販
路
の
拡
大
と
町
の
p
R
･
イ

メ
-
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
9
月
日
日
か

ら
輪
日
ま
で
I
R
川
崎
駅
構
内
に
お
い
て

『
河
内
町
特
産
フ
ェ
ア
』
　
が
開
か
れ
ま
し

た
｡

こ
の
　
『
河
内
町
特
産
フ
ェ
ア
』
　
は
経
済

課
が
中
心
と
な
り
毎
年
行
っ
て
い
る
P
R

事
業
で
す
｡
I
R
川
崎
駅
で
は
､
平
成
-
 
4

年
度
か
ら
始
ま
り
今
年
で
5
年
目
を
迎
え

ま
す
｡
過
去
に
は
､
I
R
横
浜
駅
や
I
R

桜
木
町
訳
筆
で
も
行
っ
て
き
ま
し
た
｡
回

を
重
ね
る
ご
と
に
消
費
者
の
認
知
度
は
増

し
て
い
て
､
毎
回
､
買
い
物
に
訪
れ
る
人

も
い
る
ほ
ど
で
す
｡
『
お
か
ず
の
い
ら
な

い
か
わ
ち
の
お
米
』
　
の
評
判
も
上
々
で
､

お
客
さ
ん
か
ら
　
｢
美
味
し
か
っ
た
よ
｣
　
と

い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
｡

I
R
川
崎
駅
で
の
p
R
事
業
は
1
0
月
9

日
か
ら
同
日
ま
で
同
所
で
行
わ
れ
大
盛
況

の
う
ち
終
了
し
ま
し
た
｡

広
報
か
わ
ち
了
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
､
豊
嶋
紗
棲
さ
ん
　
(
河
内
中
2
年
)

と
石
井
稜
介
く
ん
(
河
内
中
量
年
)
　
が
8

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
-
ン
ド
ニ
-
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
　
｢
船
越
義
珍
杯
少
年
世
界

空
手
道
選
手
権
大
会
｣
　
に
出
場
し
ま
し
た
｡

大
会
で
は
､
豊
嶋
さ
ん
が
準
擾
勝
､
石

井
く
ん
が
ベ
ス
ト
-
 
6
と
い
う
好
成
績
を
残

し
世
界
の
強
豪
選
手
を
相
手
に
大
健
闘
し

ま
し
た
｡

こ
の
結
果
は
､
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い

る
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
も
､
誇
り
に
思
う

結
果
で
あ
り
ま
す
｡
来
年
以
降
も
今
回
出

場
し
た
二
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
､
た
く

さ
ん
の
選
手
が
大
き
な
大
会
に
出
場
し
､

輝
か
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
｡

結

　

果

豊
嶋
紗
穂
さ
ん
　
　
準
優
勝

石
井
稜
介
く
ん
　
　
ベ
ス
ト
1
 
6



◇町県民税　　　3期◇

◇国民健康保険税4期◇

◇介護保険料　　4期◇

◇牛久沼土地改良一散　後期◇

◇牛久沼土地改良陸田　全期◇

徴収日は10月31日です

郷牢,#詑売国

生
活

他
県
ナ
ン
バ
ー
自
動
車
の

変
更
登
録
に
つ
い
て

自
動
車
税
は
､
自
動
車
の
　
｢
主

た
る
定
置
場
｣
　
所
在
の
道
府
県
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
｡
あ
な
た
の
自
動
車
が

茨
城
県
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
の
ま
ま

本
県
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
､
速
や
か
に
茨
城
県
の
ナ
ン

バ
-
に
登
録
替
え
を
し
､
本
県
に

納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
頭
い
し
ま

す
｡

な
お
､
道
路
運
送
車
両
法
に
お

い
て
､
住
所
又
は
使
用
の
本
拠
の

位
置
を
変
更
し
た
と
き
は
､
宣
5
日

以
内
に
変
更
登
録
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
｡

◇
変
更
登
録
の
聞
合
せ
先

茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所

皿

o

5

0

-

5

5

4

0

-

2

0

1

8

日
動
車
税
の
問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

皿

o

2

9

･

8

9

2

-

6

1

1

2

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

_
o
月
-
日
よ
り
､
県
下
の
全
産

業
､
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
茨

城
県
最
低
賃
金
を
時
間
額
6
5
5

円
　
(
現
行
6
5
1
円
･
･
･
引
き

上
げ
額
4
円
)
　
に
改
定
し
ま
し
た
｡

こ
の
最
低
賃
金
は
､
仮
に
使
用

者
と
労
働
者
の
双
方
が
合
意
し
た

上
で
あ
っ
て
も
､
最
低
賃
金
未
満

の
賃
金
は
無
効
と
さ
れ
､
最
低
賃

金
と
同
額
の
契
約
を
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
す
｡

詳
し
く
は
､
茨
城
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
ま
で

皿

o

2

9

-

2

2

4

-

6

2

-

6

無
料
調
停
棉
談

交
通
事
故
･
土
地
建
物
･
家
庭

問
題
で
お
困
り
の
方
は
左
記
に
お

い
て
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
｡
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
｡

日
時

平
成
_
8
年
1
0
月
3
 
1
日
(
火
)

午
前
_
o
時
-
午
後
3
時

龍
ヶ
崎
市
役
所
2
階
会
議
室

へ
　
問
合
せ
先

水
戸
地
方
裁
判
所
龍
ヶ
崎
支
部

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

2

･

0

-

0

0

1
 
0
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

雇
っ
た
ら
､
入
る
‖
‥

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る

雇
い
主
は
､
労
例
保
険
　
(
労
災
･
雇

用
)
　
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
｡

労
働
保
険
は
､
労
働
者
災
害
補

償
保
険
　
(
通
称
･
労
災
保
険
)
　
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
､

保
険
給
付
は
両
保
険
制
度
で
そ
れ

ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
､

保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
加
入
事

務
所
の
利
便
と
事
務
処
理
の
能
率
向

上
を
図
る
た
め
に
一
元
的
に
扱
う
こ

と
と
し
て
お
り
､
働
く
あ
な
た
と
家

族
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
｡

⇔
労
災
保
険
制
度
と
は

労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
又
は

通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
､
病

気
に
見
舞
わ
れ
た
り
､
あ
る
い
は

不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
被

災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め

必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
｡

ま
た
､
労
働
者
の
社
会
復
帰
の
促

進
な
ど
､
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
｡

命
,
雇
用
保
険
制
度
と
は

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
及
び

労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が

困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合

に
､
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の

安
定
を
図
る
と
と
も
に
､
再
就
職

を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
給
付
を

行
う
も
の
で
す
｡

ま
た
､
失
業
の
予
防
､
雇
用
構

造
の
改
善
等
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
｡

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
､
労
働
保
険
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

パ
-
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
で
､

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
雇
用

保
険
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
｡

な
お
､
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

は
､
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室

　

(

皿

o

2

9

-

2

2

4

-

6

2

1

3
)
､
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
､
又
は
ハ
ロ
-
ワ
ー
ク
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
｡

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
-

｢
法
テ
ラ
ス
｣
の
ご
案
内

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
-
｢
法

テ
ラ
ス
｣
は
､
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
､
全
国
に
5
0
カ
所
以
上
の
事

務
所
を
置
き
､
_
 
0
月
よ
り
業
務
を

開
始
し
ま
す
｡

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
､
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
､
と
い
っ

た
と
き
は
､
法
テ
ラ
ス
に
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
｡

A
,
問
合
せ
先

法
テ
ラ
ス

Ⅲ
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農業所得計算(収支)説明会のご案内
平成18年分所得税の申告から､農業所得の計算はすべて収支計算

になります｡ (経費目安割合は使用できません｡)

税務署では:ご自身で収支計算をしていただくために記帳方法等
を含めて説明会を開催します｡

日時:平成18年11月30日(木)　13 : 30-15 : 30

場所:河内町農村環境改善センタ-多目的ホ-ル

※当日参加できない方は同様の説明会を下記のとおり開催しますの

でご出席ください｡

月日　　　　時間　　　　　　　　　会場　　　　　　　　電話番号

11115(水) 9 : 30-1主30　撒布江戸馳民飲集会室(撒布江戸崎甲2148-2) 029-892-4110

間7(金) 9 : 30へ11 30　利根町役場多目的ホール(利根町布川841-i) 0297-68-2211

ll/28(火) 9 :0へ= :O　撒布あ彊生滅富野タ置大木-l欄航佐髄抑棚6) 0299イ9-0053

9 .30･-ll.30

12/ I (金)　　　　　　　　龍ヶ崎市文化会館大ホ-ル(龍ヶ崎市馴馬2612) 0297-64-1 41 1

13:30へ15:30

◆問合せ先◆　竜ヶ崎税務署　個人課税第1部門　TEしO297-60-2029

自衛官募集
2等陸･海･空士(任期制)男子　　自衛隊生徒(陸･海･空) (男子のみ)

18歳以上2了歳末満

年間を通じて行っています｡

受付時にお知らせします｡

◆聞合せ先◆
自衛隊茨城地方協力本部　龍ヶ崎地域事務所
茨城県龍ヶ崎市寺後3629-5　T巳しO297-64-3351

中卒(見込含)17歳未満

18年11月上旬へ19年1月下旬

1次試験19年1月13日(土)

広●赦かわぢ
平成18争10月:肱｣51)

｢
創
立
2
0
周
年
記
念
美
養
祭
｣
　
の

お
知
ら
せ

‖
月
‖
日
(
土
)
9
時
2
0
分
か
ら
､

美
浦
養
護
学
校
に
お
い
て
､
『
創

立
2
0
周
年
記
念
美
養
祭
』
　
(
文
化

祭
)
が
開
催
さ
れ
ま
す
｡

美
浦
養
護
学
校
に
は
_
o
市
町
村

か
ら
､
約
2
0
0
名
の
子
ど
も
が

通
っ
て
来
て
い
ま
す
｡
本
年
度
は

創
立
2
0
周
年
に
当
た
り
､
小
1
か

ら
高
3
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
､

一
生
懸
命
準
備
･
練
習
を
進
め
て

い
ま
す
｡
午
前
の
部
で
は
創

氏

　

　

名

住

　

　

所

生
年
月
日

任

　

　

期

氏

　

　

名

住

　

　

所

生
年
月
日

任

　

　

期

大
野
善
康
(
再
任
)

生
板
5
2
4
3
番
地

昭
和
9
年
月
月
7
日

法
務
大
臣
委
嘱
日

よ
り
3
年

雑
賀
　
茂
(
新
任
)

長
竿
2
4
3
番
地

昭
和
2
7
年
-
月
_
 
4
日

法
務
大
臣
委
嘱
日

よ
り
3
年

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
法
第
6
条
第
3

項
の
規
定
に
よ
る
議
会
の
意
見
に

つ
い
て
は
左
記
の
方
が
適
任
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
｡

(

立
2
0
周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ

た
後
に
､
｢
学
習
発
表
会
｣
　
が
あ

り
ま
す
｡
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
も
の
で
す
｡
午
後
の
部
で
は
､

模
擬
店
で
の
販
売
や
高
等
部
の
生

徒
に
よ
る
バ
ザ
-
が
あ
り
ま
す
｡

手
作
り
の
お
店
を
数
多
く
出
店
し

ま
す
｡み

な
さ
ん
と
と
も
に
子
ど
も
た

ち
は
､
『
創
立
2
0
周
年
記
念
美
養

祭
』
　
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
｡

是
非
､
子
と
も
た
ち
が
上
手
に
で

き
た
時
に
は
盛
大
な
拍
手
を
､
頑

張
っ
て
い
る
時
に
は
温
か
い
励
ま

し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
｡
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
｡

ご
来
校
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
｡

な
お
､
ご
来
校
の
際
に
は
､
上

履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
｡

､
問
合
せ
先
　
　
美
浦
養
護
学
校
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､-ノ　定　例　梱　談　〈

心配ごと相談
日　時謹呈%)午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先1ふ84-3322

回84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

¥交通事故発生状況'〉
町内の交通事故7月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　5件(-3) (54)

死者数　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　6人(-5) (77)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　3人

おくやみ　10人

転　　入　14人

転　　出　　22人

¥人口･世高く､

平成18年10月1日現在

人　口　11,197人　(-15)

男　　　5,529人　(-9)

女　　　5,668人　(-6)

世帯数　　3,413世帯(十3)

役　　　　　　　場

圃84-435了予つ7=-'生涯学習G

創4-2111締委貴会学校締G郡4-3322

掃.. .ヘビ,事務局A...,I出田( 884-2843

(公民館)

郡　市上下水道G郵4-2361福祉センタ-郵4-3699

整備課建設蹴G創4-2921保健センタ-884-4486

つ　つ　み　会　館曾86-3了40給食セ　ン　タ　-曾84-2845

搬包括支援センタ- tP60-4071防(讐蓑雷〉ちE84-2212

｣立堕坦鬱坦筆墨星型坦垂下

3日

5日

12日

19日

23日

26日

｢~~~~~~　　音音　　　龍ヶ崎地区

L iI_竺ユニ亘〒〒≡三二]
音　　内　科　　　　　外　科

和田医院　　　青木医院　　　いがらしクi)ニック

曾029-894-2412曾64-3131　　1宙62-0936

矢野整形外科医院陸の碑繰クiにック西新道外科医院
曾029-892-21 27 1宙65-7282　　　曾62-0855

竹尾医院　　　　山村医院
qP 0297-86-2436 E 66-0555

江戸崎眼科　　　山本医院
曾029-892-0262　曾66-3348

宮本病院　　　横田医院
宙029-979-2114曾62-0047

野村医院
1ふ62-6561

いしかわクi)ニック

曾62-0378

竜ヶ崎医院
曾62-0550

本橋医院　　　三石内科クリニック秋本脳神経外科
1ふ029-892-2308曾62-2234　　　　曾64-3311

※休日当番医は変更することがあります｡

診廉を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

E重襲聴覚薗獅蔦封)
資　源　回　収　日　　　燃えないごみ収集日:

A地区14･28　C地区　7･21 A地区　　　　C地区

i喜

B地区　9･23　D地区　2･I6･30　B地区　　　　D地区

25

燃三園三三み収集日1∵　粗大ごみの予約収隼E!

全地区　毎週月･水･金曜日　　11月中の予約-12月2日

職18争,#jgr盤売国


